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	electrical engineering club
	コメント
	　 電気工学部では、ソーラーラジコンカーコンテストとマイコンカーラリーに取り組んでいます。どちらのマシンも自分たちで設計し、３Dプリンターを使って製作しています。 　ソーラーラジコンカーコンテストは、毎年夏に石川県白山市で大会が行われ、今年度は３チームが出場し、すべてのマシンが３回戦進出、そのうち２チームが４回戦に進み、日本自動車教育振興財団賞と、デザイン賞を受賞しました 　マイコンカーラリーは、11月に行われる北信越大会に出場しています。センサーでラインを読み取り、自動走行するマシンなので、周りの環境の影響を受けやすく練習の通りに走らなくなってしまう点が難しいです。 　競技となると個々の戦いと思われがちですが、マシン製作やマシンの操縦技術の向上は他の部員と協力し、情報交換しながらやるのが大切だと感じています。 　よい雰囲気を保ちつつ、切磋琢磨して互いを高めあい、上位入賞を目指して日々の活動を頑張っていきたいと思います。

	主な成績
	全国ソーラーラジコンカーコンテスト 2025 in 白山
	　　→　日本自動車教育振興財団賞　チーム名「ぬ」 　　　　デザイン賞　チーム名「6R4」 　
	ジャパンマイコンカーラリー2025 北信越大会
	　　→　出場

	◎部員数
	◎活動日
	◎活動場所

	活動日など

